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5.1　大学キャンパスの存在意義　　　

　本章では、第 2 章、第 3 章、第 4 章で明らかにしてきた大学キャンパスの現状、評価、価値

について総括することにする。

■大学キャンパスの現状

　第 2 章で明らかにしてきたように、大学キャンパスは法的制限、学生の増加、東京の拡大の

影響を受けて都心→郊外→都心へと立地変遷し、都心と郊外では市街地との関連性の点で大き

な差異があることがわかった。そして、大学キャンパスは都市を構成する大規模団地でありな

がらも、閉領域をつくっていることがわかった。

■大学キャンパスの評価

　第 3 章では、大学キャンパスが閉領域を形成しているが故に、学生街的評価が高く、他の価

値に関してはあまり評価を得ていないことを明らかにしてきた。それは、大学キャンパス自体

が周辺地域においてどれくらいの評価を得ているかという点について見たときも同じであり、

高い評価を得ていないことが分かった。

■大学キャンパスの価値

　第 4 章では、3 章で示した問題を孕みながらも、大学キャンパスが周辺地域に対して持つ多

様な価値を明らかにしてきた。それは、学生街性・自然名所性・オープンスペース性・持続性・

防災性・地域交流性・イコン性であり、周辺地域に対して波及的価値・空間的価値・社会的価

値をもたらすものであることを明らかにしてきた。

　以上をまとめると、東京において大学キャンパスは都市を構成する大規模団地として存在し

ているにも関わらず、閉領域をつくっているため、周辺地域からの明快な評価を得ることは難

しい。しかし、大学キャンパスは波及的価値、空間的価値、社会的価値という 3 つの側面での

価値をもっており、都市において大学キャンパスが果たしている役割は大きなものであると言

える。

5.2　今後の大学キャンパスの展望

　今まで見てきたように、大学キャンパスは周辺地域に対して多くの価値を持っていることを

明らかにしてきた。しかし、大学キャンパスの評価でも明らかにしたように、周囲からの高い

評価を大学キャンパスが得られているわけではないという現状が存在する。また、波及的価値

である商業立地も学生の滞在の減少等の理由により、衰退してきている。確かに、昨今大学キャ

ンパスは周辺地域に対して開放的な取り組みを行っているという動きが見られるが、大学キャ

ンパスの持つ閉領域性は自治・管理の問題から考えてもそう簡単になくなるものであるとは考

えにくい。

　このような状況で、では今後の大学キャンパスはどうあるべきであろうか。まず、考えられ

ることは、商業立地を促す学生の近接居住を再考することであろう。学生が大学キャンパスに
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住むことで、周辺地域に学生の活気が生まれるし、それにより周辺商店街も活性化すると考え

られる。　

　次に言えることは、大学キャンパス自体が持つ価値を再考し、本章で明らかにした空間的価値、

社会的価値を残していくような大学空間であるべきだということである。歴史的建築や西洋性

を表象する大学独自の空間は、他施設とは違った異次元空間のような場所であり、そのような

場所をできるだけ残していくことは必要であると考えられる。最近、学習院大学の有名な建物

である前川国男設計のピラミッド校舎 (1960 年竣工 ) が取り壊されることが新聞で報じられた

が、こういった遺産を残していけるような環境が大切である。

　さらに言えることは、大学キャンパスの持つ閉領域としての価値を見直すべきだということ

である。先ほども述べたように、昨今の大学開放の動きも重要であるが、大学キャンパスの閉

領域としての価値も見逃してはならないと考えられる。本論では明らかにすることはできなかっ

たが、大学キャンパスが閉領域であることで、歩車分離のなされた人のための空間を形成して

きたし、またオープンスペースや自然名所、歴史的建築などが保存されてきたと言える。これは、

神社・仏閣が持ってきたようなアジール的空間の価値であるだろう。閉じながら開いているよ

うな曖昧な空間としての大学キャンパスの価値を再考することも重要な視点であると言える。

　以上をまとめると、

・学生居住がもたらす波及的価値を再考すること

・大学キャンパス自体が持つ空間的価値、社会的価値を残していくこと

・大学キャンパスの持つ豊かな環境を保存する閉領域としての価値にも目を向けること

が、大学キャンパスが周辺地域に文化的価値をもたらし、それが認識・評価されるために必要

だということである。

　これまで本論で大学キャンパスが周辺地域に及ぼす影響としての文化的価値を明らかにして

きたが、これらの文化的価値を全ての大学キャンパスが持つわけではない。けれども、これら

は大学キャンパスの持つ独自の文化的価値であり、一つでも持つ大学キャンパスは周辺地域に

とって大きな財産であると言える。このような文化的価値を持つ大学キャンパスは都市を構成

する一つの要素として不可欠なものであり、これからも街の定点として変わらず存在し続ける

ことが、周辺地域にとって重要なことであると言えるだろう。



付録 1：東京の大学キャンパス航空写真
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Google Earth の航空写真を元に、縮尺 1:20000 で大学キャンパスの敷地面積を示した。
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